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の説に基づいて解析した．冬咲き性品種群には d3および G1′′ 遺伝子が存在しないことを明らかにした．また，着色を制
御する２つの補足遺伝子 C-white と R-white が，冬咲き性品種群にも存在すること，それぞれが刷毛目模様の発現を異
なる形で制御することを明らかにした． 
以上の研究で明らかにした形質の遺伝様式を基に，目的とする形質を固定するために必要な対立遺伝子の操作を示した．
これを基に実際に行った品種育成の過程を追跡し，それぞれの対立遺伝子を固定する操作が行われた世代を特定した．こ
の検証を通して，刷毛目形質発現に関わる遺伝子座に対しても開花習性を制御する遺伝子座および着色性を制御する遺伝
子座は独立の関係にあることを示した． 
スイートピーの黄色花色は淡黄色であり，濃黄色の品種は存在しない．そのため多くの植物で淡黄色の発色を担うフラ
ボノイドが黄色の発色を担っていると考えられてきた．紫外光下の観察と HPLC 分析によって，淡黄色品種‘アルテミ
ス’の花のフラボノイド濃度は白色花に比べて同程度あるいは低いことを確認した．青色発光ダイオード下の明暗像から，
‘アルテミス’の黄色色素は，多くの花で濃黄色の発色を担うカロテノイドと推測した． HPLC 分析により，‘アルテ
ミス’の黄色色素はルテインを主要成分とし，ゼアキサンチンとβ-カロテンを含むカロテノイドであることを明らかに
した．黄色色素がカロテノイドであることで，濃黄色品種の育成への期待が生まれた．カロテノイドはペラルゴニジン系アント
シアニンと共存できることが確認されたことで，淡黄色を下地にしたペラルゴニジン系のピンク色の吹きかけ模様あるいは刷毛
目模様をもつ，新しい品種の育成の可能性が示された． 
本研究の成果は，スイートピーの花の色に関しては，複雑な遺伝性を示す表現型でも，多くの場合は少数の主働遺伝子によっ
て支配されている可能性を示している．関連遺伝子座の数や優劣性の解明によって表現型の固定を確認するのに必要な自殖世代
数，目的形質を有する個体の出現数を想定し，選抜集団の大きさなどを想定することで，効率的・効果的な品種育成が可能とな
る．個人育種家や公的研究機関に散在している形質発現や遺伝性に関する情報を蓄積し共有化することで，スイートピー品種の
育種が理論的・効率的に進むことが期待される． 
